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▽
日
常
の
処
理

１
．
会
計
処
理
の
注
意
点
（
収
入
編
）

⑴
収
入
の
対
象

懇
志
収
入
を
は
じ
め
と
す
る
、
宗
教
活
動
に
対
し
て
門
徒
の
自
由

な
意
思
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
収
入
や
宗
教
活
動
に
伴
っ
て
受
領
す
る

会
費
収
入
や
公
益
事
業
・
収
益
事
業
か
ら
生
じ
る
収
入
、
法
人
名
義

の
預
金
、
有
価
証
券
か
ら
生
じ
る
利
子
・
配
当
金
に
よ
る
収
入
は
す

べ
て
法
人
の
収
入
で
す
。

決
し
て
こ
れ
ら
の
収
入
は
個
人
の
収
入
で
は
な
い
た
め
、
自
ら
の

財
産
と
混
同
し
な
い
よ
う
明
確
に
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵
収
入
を
漏
れ
な
く
記
載
す
る
こ
と

上
記
の
通
り
、
宗
教
活
動
に
伴
う
収
入
や
宗
教
法
人
の
資
産
か
ら

生
じ
る
収
入
は
、
す
べ
て
宗
教
法
人
の
収
入
と
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
懇
志
、
会
費
、
賽
銭
、
寄
附
金
、
雑
収
入
等
は
す
べ
て
宗

教
法
人
の
収
入
と
し
て
宗
教
法
人
の
会
計
帳
簿
に
正
し
く
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

宗
門
総
合
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
、
適
正
な
寺
院
運
営
に
資

す
る
た
め
、『
宗
報
』（
令
和
２
年
４
月
号
）
よ
り
、
宗
教
法
人
の

会
計
・
税
務
に
つ
い
て
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
号
は
、
日
常
の
処
理
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

寺院の適切な管理運営について

▷ 会計・税務④

寺院活動支援部〈一般寺院担当〉
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懇
志
や
寄
附
金
は
現
金
で
収
受
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
な
る
べ

く
そ
の
日
の
う
ち
に
現
金
出
納
帳
へ
の
記
載
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

月
末
に
は
、
出
納
帳
と
の
突
合
を
行
い
、
収
入
に
漏
れ
が
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
仮
に
故
意
で
は
な
く
と
も
、
宗
教
法

人
の
収
入
を
会
計
帳
簿
に
記
載
し
忘
れ
て
い
た
場
合
、
法
人
の
収
入

と
し
て
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
金
を
住
職
等
の
個
人
が
費
消

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
、
宗
教
法
人
か
ら
住
職
等
に
対
し

て
給
与
の
支
払
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
給
与
課
税
さ
れ
ま
す
。

⑶
証
憑
書
類
の
保
管

宗
教
法
人
に
お
い
て
も
一
般
企
業
と
同
様
に
取
引
が
あ
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
保
管
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

証
憑
書
類
の
保
管
期
間
は
７
年
で
あ
り
、
そ
の
保
管
方
法
に
つ
い

て
は
特
定
の
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
法
人
の
領
収
書
の
数
に

応
じ
た
フ
ァ
イ
ル
を
用
意
し
日
付
順
に
並
べ
保
管
す
る
方
法
が
一
般

的
で
す
。

保
管
さ
れ
た
領
収
書
を
見
返
す
こ
と
が
な
い
場
合
や
、
き
れ
い
に

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
時
間
が
な
い
と
い
う
法
人
で
あ
れ
ば
、
少
な
く

と
も
月
ご
と
に
封
筒
や
袋
を
準
備
し
、
そ
の
中
に
保
管
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

ま
た
証
憑
書
類
を
整
理
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
す
べ
て
の
領
収
書
を
漏
れ
な
く
保
管
す
る

公
共
交
通
機
関
や
自
動
販
売
機
な
ど
領
収
書
が
発
行
さ
れ
な
い
出

費
に
つ
い
て
は
出
金
伝
票
を
作
成
し
、
結
婚
祝
・
香
典
な
ど
の
慶

弔
費
に
つ
い
て
は
招
待
状
や
そ
の
コ
ピ
ー
を
保
存
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。

ま
た
門
徒
か
ら
い
た
だ
く
懇
志
等
に
つ
い
て
は
、
の
し
袋
に
名

前
、
金
額
、
日
付
を
記
載
し
て
保
存
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
領
収
書
の
宛
名
が
法
人
名
で
は
な
く
個
人
名
に
な
っ
て
い
な
い
か

を
確
認
す
る

	

税
務
署
が
税
務
調
査
を
し
た
際
、
個
人
的
な
費
用
を
法
人
が
負
担

し
て
い
る
の
で
は
と
疑
念
を
持
た
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

③
領
収
書
を
確
認
し
た
だ
け
で
は
そ
れ
が
法
人
負
担
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
よ
う
な
も
の
に
は
、
詳
細
な
内
容
を
記
載
す
る

	

例
え
ば
、
外
食
の
際
の
領
収
書
に
つ
い
て
は
相
手
先
や
内
容
を
記

載
す
る
等
し
て
、
後
か
ら
見
返
し
て
も
詳
細
を
思
い
出
せ
る
よ
う

な
状
態
で
保
管
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

２
．
会
計
処
理
の
注
意
点
（
支
出
編
）

⑴
支
出
の
対
象

宗
教
法
人
に
帰
属
す
る
お
金
は
自
由
に
費
消
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
以
下
の
よ
う
な
宗
教
活
動
に
必
要
な
も
の

に
限
ら
れ
ま
す
。

・
宗
教
上
の
儀
式
・
行
事
を
行
う
た
め
の
経
費
、
こ
れ
に
参
加
し
た

門
徒
に
対
す
る
軽
食
代
と
い
っ
た
宗
教
活
動
に
直
接
要
す
る
経
費

情報コーナー
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（
宗
教
活
動
費
）

・
責
任
役
員
会
等
の
会
議
に
要
す
る
経
費
、
宗
教
法
人
所
有
の
建
物

や
備
品
に
対
す
る
修
繕
に
か
か
る
経
費
、
火
災
保
険
料
と
い
っ
た

法
人
の
管
理
、
運
営
、
維
持
に
必
要
な
経
費
（
管
理
費
）

・
宗
教
法
人
を
管
理
・
運
営
す
る
た
め
従
事
し
て
い
る
も
の
に
対
す

る
給
与
（
人
件
費
）

⑵
お
金
の
区
別

宗
教
活
動
に
従
事
す
る
の
は
多
く
の
場
合
、
代
表
役
員
と
そ
の
家

族
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
庫
裏
で
の
生
活
は
私
生
活
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
財
務
管
理
面
か
ら
は
宗
教
法
人
の
財
産
と
代

表
役
員
個
人
の
財
産
を
区
別
し
、
法
人
の
会
計
帳
簿
と
個
人
の
会
計

簿
の
両
方
を
は
っ
き
り
区
別
し
て
記
帳
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
法
人
用
の
財
布
や
金
庫
を
購
入
の
う
え
、
法
人
と
個
人
の

現
金
保
管
場
所
を
明
確
に
区
分
し
、
法
人
の
金
庫
か
ら
私
的
な
支
払

い
を
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
常
に
法
人
の
財
布
を
持
ち
歩
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
買
い
物
に
あ
わ
せ
て
宗
教
法
人
で
使
用
す
る
も

の
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
、

個
人
で
経
費
を
立
て
替
え
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く
そ
の

日
の
う
ち
に
、
立
替
分
の
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
を
法
人
に
提
出
し
、

そ
の
金
額
を
個
人
の
財
布
に
移
し
か
え
て
清
算
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

逆
に
、
住
職
等
が
日
常
生
活
に
お
い
て
個
人
で
負
担
す
べ
き
飲
食

代
、
生
活
費
や
慶
弔
費
な
ど
を
宗
教
法
人
が
負
担
し
た
場
合
に
も
早

急
に
宗
教
法
人
へ
の
清
算
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
失
念
し
た
場
合
、

法
人
の
適
正
な
会
計
処
理
が
行
え
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
負
担

し
た
金
額
が
住
職
等
に
対
し
て
給
与
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
負
担
し
た
金
額
を
住
職
等
の
給
与
に

含
め
て
源
泉
徴
収
の
対
象
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
税
金
に
ま
で
そ
の

影
響
が
及
び
ま
す
。

庫
裏
に
居
住
し
て
い
る
場
合
の
水
道
光
熱
費
や
法
人
名
義
の
携
帯

電
話
や
車
両
に
つ
い
て
、
個
人
的
な
利
用
を
し
て
い
る
場
合
も
注
意

が
必
要
で
す
。
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
利
用
状

況
を
踏
ま
え
、
使
用
時
間
や
面
積
割
合
等
の
合
理
的
な
按
分
基
準
を

設
け
て
、
個
人
で
利
用
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
個
人
的
な
負
担
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

給
与
支
払
日
や
月
末
と
い
っ
た
決
め
ら
れ
た
日
に
個
人
・
家
族
の

利
用
分
に
応
じ
た
金
額
を
法
人
に
対
し
て
清
算
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

⑶
法
人
の
支
出
を
漏
れ
な
く
記
載
す
る

収
支
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
は
毎
日
の
取
引
を
記
帳
し
、
科
目
別

に
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
正
し
い
計
算

書
類
を
作
成
す
る
う
え
で
も
収
入
と
同
様
、
支
出
も
漏
れ
が
な
い
よ

う
会
計
帳
簿
に
記
載
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
現
金
出
納
帳
の
残
高
と
実
際
の
所
持
金
が
一
致
し
な
い
と

い
っ
た
こ
と
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
場
合
、
以

宗門総合振興計画
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下
の
原
因
で
あ
る
場
合
が
多
い
で
す
。

①
実
際
の
手
許
現
金
が
現
金
出
納
帳
の
残
高
よ
り
少
な
い
場
合

・
領
収
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
記
帳
に
漏
れ
が
あ
る

	
（
領
収
書
だ
け
を
と
り
あ
え
ず
保
管
し
て
お
き
、
月
末
に
そ
れ
を
参

考
に
し
な
が
ら
記
帳
を
行
う
法
人
に
よ
く
見
ら
れ
る
ミ
ス
）

・	

法
人
の
財
布
か
ら
個
人
的
な
買
い
物
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る

（
個
人
か
ら
法
人
へ
の
未
精
算
）

②
実
際
の
手
許
現
金
が
現
金
出
納
帳
の
残
高
よ
り
多
い
場
合

・
現
金
で
受
け
取
っ
た
懇
志
収
入
等
の
記
帳
が
漏
れ
て
い
る

・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
領
収
書
が
法
人
会
計
に
混
在
し
、
現
金
の
支

出
と
し
て
処
理
し
て
い
る

・	

個
人
の
財
布
か
ら
法
人
で
必
要
な
物
品
を
購
入
し
て
い
る
（
法

人
か
ら
個
人
へ
の
未
精
算
）

現
金
出
納
帳
の
残
高
と
手
許
現
金
が
一
致
し
な
い
場
合
、
法
人
の

外
部
か
ら
現
金
の
出
し
入
れ
を
し
て
調
整
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

原
因
の
追
及
を
続
け
て
決
算
期
ま
で
に
解
決
で
き
な
い
場
合
、
現

金
過
不
足
と
し
て
「
雑
損
失
」
ま
た
は
「
雑
収
入
」
と
し
て
処
理
し
、

帳
簿
残
高
を
実
際
の
手
許
現
金
に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

３
．
会
計
事
務
の
流
れ
・
概
要

宗
教
法
人
で
あ
っ
て
も
、
日
々
の
取
引
に
つ
い
て
は
記
録
を
残
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
日
々
の
取
引
に
つ
い
て
の
記
録
の
方

法
は
以
下
の
通
り
で
す
。

⑴
会
計
伝
票
（
帳
簿
）
の
作
成

現
金
出
納
帳
、
預
金
出
納
帳
は
、
入
金
ま
た
は
出
金
の
都
度
記
入

し
、
前
日
残
高
に
当
日
の
入
金
額
ま
た
は
出
金
額
を
加
減
算
し
、
当

日
残
高
を
計
算
し
ま
す
。

特
に
、
現
金
に
つ
い
て
は
帳
簿
残
高
と
実
際
の
手
許
現
金
と
の
差

額
が
生
じ
た
場
合
、
後
日
に
な
っ
て
そ
の
原
因
を
調
べ
る
の
は
非
常

に
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
毎
日
の
帳
簿
残
高
と
実
際
有
高
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
べ
き
で
す
。

情報コーナー

①
取
引
の
発
生
（
証
憑
書
類
の
整
備
）

②
会
計
伝
票
（
帳
簿
）
の
作
成

　（現
金
出
納
帳
、
預
金
出
納
帳
、
予
算
管
理
簿
、
そ
の
他

の
補
助
簿
）

③
月
別
科
目
別
収
支
集
計
表
の
作
成
・
集
計

④
収
支
計
算
書
、
財
産
目
録
の
作
成

年次処理 月次処理
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現
金
出
納
帳
に
つ
い
て
は
、
銀
行
口
座
ご
と
に
作
成
し
、
通
帳
の

残
高
と
一
致
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
簿
記
の
知
識
が
あ
る
宗
教
法
人
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
出

納
帳
を
、
さ
ら
に
は
仕
訳
帳
や
各
勘
定
科
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

総
勘
定
元
帳
と
呼
ば
れ
る
帳
簿
の
作
成
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

税
務
調
査
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
帳
簿
の
作
成
の
有
無
で
調
査
官

に
対
す
る
宗
教
法
人
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
化
し
て
く
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
帳
簿
の
作
成
は
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
月
別
科
目
別
収
支
集
計
表
の
作
成
・
集
計

現
金
出
納
帳
、
預
金
出
納
帳
を
も
と
に
、
各
勘
定
科
目
別
に
集
計

し
ま
す
。
月
別
に
並
べ
る
こ
と
で
、
科
目
の
推
移
を
視
覚
的
に
捉
え

る
こ
と
が
で
き
、
予
算
管
理
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

堂
建
設
や
仏
具
購
入
と
な
れ
ば
高
額
な
場
合
も
多
い
た
め
、
で
き
る

限
り
月
別
科
目
別
収
支
集
計
表
を
作
成
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
図
１
参
照
）

⑶
収
支
計
算
書
・
財
産
目
録
の
作
成

収
支
計
算
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
月
別
科
目
別
収
支
集
計
表
を

転
記
す
る
だ
け
で
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
財
産
目
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
宗
教
法
人
で
所
有
し
て

い
る
財
産
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
作
成
の
際
は
、
所
有
財

産
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

本
内
容
は
、
宗
派
顧
問
税
理
士
「
税
理
士
法
人
ゆ
び
す
い
」
編

著
の
『
実
務
が
わ
か
る
「
宗
教
法
人
会
計
・
税
務
」
基
礎
か
ら
行

政
手
続
き
ま
で
』（
株
式
会
社
出
版
文
化
社
、
２
０
１
８
）に
基
づ
き
、

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

宗門総合振興計画
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情報コーナー

（収入の部）

科　目 予算額 ４月 ５月 ６月 ７月 １2月 １月 ２月 ３月 年度合計

１．宗教活動収入

　　　懇志収入 20,000,000 1,329,000 1,393,000 1,151,000 1,379,000 982,000 2,277,000 20,000,000
　　　特別懇志収入 20,000,000 1,602,000 2,299,000 1,760,000 1,629,000 1,325,000 2,795,000 21,000,000
　　　賽銭収入 500,000 27,000 28,000 23,000 28,000 20,000 46,000 400,000
　　　会費収入 100,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 120,000

　　　寄附金収入 200,000 0 0 0 0 0 100,000 100,000
　　　補助金収入 300,000 300,000 0 0 0 0 0 300,000
２．資産管理収入

　　　受取利息収入 50,000 0 0 0 0 1,000 0 10,000
　　　配当金収入 50,000 0 0 0 0 30,000 0 60,000
　　　資産売却収入 500,000 0 400,000 0 0 0 0 400,000
３．雑収入

　　　雑収入 500,000 0 100,000 0 500,000 0 0 1,500,000
４．繰入金収入

　　　特別会計繰入金収入 1,000,000 0 1,000,000 1,000,000
５．貸付金回収収入

　　　貸付金回収収入 500,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 600,000
６．借入金収入

　　　借入金収入 0 0 0 0 0 0 0 0
７．特別預金取崩収入

　　　特別預金取崩収入 0 0 0 0 0 0 0 0
８．預り金収入

　　　預り金収入 500,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 600,000
　当年度収入月計 （A） 44,200,000 3,368,000 4,330,000 3,044,000 3,646,000 2,468,000 6,328,000 46,090,000
　前年度末現金預金 （B） 30,000,000 35,000,000 35,131,000 35,598,000 34,159,000 34,970,000 35,403,000 35,000,000
　収入合計　（C）＝（A）＋（B） 74,200,000 38,368,000 39,461,000 38,642,000 37,805,000 37,438,000 41,731,000 81,090,000

（支出の部）

科　目 予算額 ４月 ５月 ６月 ７月 １2月 １月 ２月 ３月 年度合計

１．宗教活動支出

　　　儀式・行事費 5,000,000 865,000 383,000 317,000 379,000 270,000 126,000 5,500,000
　　　教化・布教費 4,000,000 233,000 244,000 201,000 241,000 172,000 399,000 3,500,000
　　　門徒接待費 500,000 30,000 31,000 26,000 31,000 22,000 51,000 450,000
　　　事務用消耗品費 1,000,000 73,000 77,000 63,000 76,000 54,000 125,000 1,100,000
　　　水道光熱費 2,000,000 133,000 139,000 115,000 138,000 98,000 228,000 2,000,000
　　　修繕費 1,000,000 100,000 104,000 86,000 103,000 74,000 171,000 1,500,000
　　　旅費交通費 200,000 20,000 21,000 17,000 21,000 15,000 34,000 300,000
　　　損害保険料 700,000 47,000 49,000 40,000 48,000 34,000 80,000 700,000
　　　賃借料 300,000 24,000 25,000 21,000 25,000 18,000 41,000 360,000
　　　公租公課 200,000 17,000 17,000 14,000 17,000 12,000 28,000 250,000

　　　雑費 300,000 17,000 17,000 14,000 17,000 12,000 28,000 250,000
２．人件費

　　　給料手当 20,000,000 1,462,000 1,532,000 1,266,000 1,517,000 1,081,000 2,505,000 22,000,000
　　　福利厚生費 3,000,000 166,000 174,000 144,000 172,000 123,000 285,000 2,500,000
３．繰入金支出

　　　特別会計繰入金支出 0 0 0 0 0 0 0 0
４．資産取得支出

　　　建物支出 3,500,000 0 1,000,000 1,000,000 0 0 1,000,000 3,500,000
５．借入金償還支出

　　　借入金支出 0 0 0 0 0 0 0 0
６．特別預金支出

　　　特別預金繰入支出 1,000,000 0 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000
７．預り金支出

　　　預り金支出 500,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 600,000
８．予備費

　　　予備費支出 1,000,000 0 0 0 0 0 500,000 500,000
　当年度支出月計 （D） 44,200,000 3,237,000 3,863,000 3,374,000 2,835,000 2,035,000 6,651,000 46,010,000

　当年度末現金預金 （E） 30,000,000 35,131,000 35,598,000 35,268,000 34,970,000 35,403,000 35,080,000 35,080,000
　支出合計　（F）＝（D）＋（E） 74,200,000 38,368,000 39,461,000 38,642,000 37,805,000 37,438,000 41,731,000 81,090,000

　当年度収入月計 （A） 44,200,000 3,368,000 4,330,000 3,044,000 3,646,000 2,468,000 6,328,000 46,090,000
　当年度支出月計 （D） 44,200,000 3,237,000 3,863,000 3,374,000 2,835,000 2,035,000 6,651,000 46,010,000
　収支差額　（G）＝（A）−（D） 0 131,000 467,000 △ 330,000 811,000 433,000 △ 323,000 80,000

○○年度月別科目別収支集計表（〇〇年４月１日～〇〇年３月３１日）

図１


